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第１章 事業概要と経営戦略策定の趣旨 

 尾花沢市大石田町環境衛生事業組合は、尾花沢市と大石田町の事務の一部を共同

処理するために、地方自治法第 284 条第 2 項の規定により設立された一部事務組

合（特別地方公共団体）です。水道課では上水道事業に関する業務を行っています。 

 全国的に、人口減少による料金収入の減少が進むなか、水道施設の老朽化に伴う

更新費用は増加していくという課題を抱えています。当組合も例外ではなく、この

経営戦略は、将来にわたって安定的に事業を継続していくために策定するものです。

計画期間は、令和 3 年度から令和 12 年度までの 10 年間とします。 

第２章 経営の基本方針 

 上水道事業は当組合が経営する地方公営企業であり、経営の基本原則として、経

済性の発揮と公共の福祉を推進することが法令に定められています。地方公営企業

の会計は、官公庁会計とは異なる企業会計で行われ、経営に必要な経費は経営に伴

う水道料金等の収入を充てる独立採算制が原則となっています。 

安全・安心・安定した水道水の供給のために、次のことを目標としています。 

●有収水量と料金回収率の向上による経営基盤の強化

●事務の合理化・効率化の推進による経費削減

●計画的な水道施設の更新と維持管理

●災害対策の充実
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第 3章 現状と将来予測 

1．水需要 

 年間有収水量は年々減少しており、令和元年度は平成 25 年度と比べ 91.74％ま

で落ち込んでいます。 

 減少の要因としては、給水人口の減少や節水器具の普及などで水需要が減少した

と考えられます。 

 今後も給水人口の減少が予測されることから、水需要の減少が続くものと見込ま

れます。 

  水 需 要…住民や企業が生活や企業活動を行ううえで必要とする水の量。 

 水道水として供給が求められている水の量。 

  有収水量…水道施設から給水した水量のうち、料金収入の対象となった水量。 
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2．上水道事業の沿革 

 当組合の上水道事業は、昭和 42 年 2 月に設立認可を得て、昭和 43 年 12 月に

水道水の供給を開始しました。当時の給水人口は約 11,000 人、一日平均配水量は

1,200 ㎥ほどでした。昭和 56 年に田沢・牛房野地区、昭和 58 年には寺内・西原・

南沢地区を上水道給水区域に取り入れ、現在まで事業を拡大してきました。 

 水道施設の現状を見たとき、全般的に老朽化が進行している状況にあります。水

道の安定供給には施設の正常化が最も重要であり、点検等を実施し維持管理を行っ

ていますが、今後も老朽化に伴う水道施設の更新を計画的に進める必要があります。 

上水道事業の沿革 

事 業 名 認可年月 計画給水人口 一日最大給水量 

創 設 事 業 S42.2 23,000 人  4,600 ㎥ 

第 1 次拡張事業 S45.2 23,000 人  4,600 ㎥ 

第 2 次拡張事業 S48.3 23,000 人  4,600 ㎥ 

第 3 次拡張事業 S51.4 23,000 人  8,050 ㎥ 

第 4 次拡張事業 S55.4 23,630 人  8,214 ㎥ 

第 5 次拡張事業 S57.3 25,180 人  8,617 ㎥ 

第 6 次拡張事業 H15.4 22,450 人 12,810 ㎥ 
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3．施設利用率 

 施設利用率は減少傾向にあり、一日

配水能力 12,810 ㎥に対し、令和元年

度は、一日平均配水量が 6,620 ㎥だっ

たため、51.68%の施設利用率となり

ました。全国類似団体の平均 55.14%

と比較し、3.46%低い現状です。 

 この要因は、配水能力が一定の数値を維持しているにも関わらず、人口減少の影

響等により、一日平均配水量が減少しているためです。 

 今後も施設利用率は減少が続くものと見込まれるため、適切規模での施設運営に

ついて検討していきます。 

  施設利用率…施設の利用状況や適正規模を判断する指標のひとつ。 

 数値が高いほど施設が効率的に利用されていることを示す。 

  配 水 能 力…各家庭等へ水を供給できる能力。通常、一日にどれだけの水量を 

供給できるか(一日配水能力)で示される。 

4．経営分析 

 当組合の経常収支比率、料金回収率は 100%を超えており、水道水をつくり送り

届ける費用を水道料金や加入金といった収益で賄えています。健全経営を維持して

いますが、水需要の減少により、収益は減少していくと見込まれるため、収益性は

減少していきます。令和元年度における経営比較分析表は 5 ページのとおりです。 

  経営比較分析表…経営及び施設の状況を表す経営指標を活用して、経年比較や 

全国類似団体との比較などの分析を行うもの。 

経営の状況及び課題の把握に役立てることとしている。 
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 【経営比較分析表の各指標について】 

 1．経営の健全性・効率性 

①経常収支比率(%)

給水収益や加入金等の収益で、維持管理費や支払利息等の費用をどの程度賄えているかを

表す指標。単年度の収支が黒字であることを示す 100%以上であることが必要。

②累積欠損金比率(%)

営業収益に対する累積欠損金（営業活動により生じた損失で、前年度からの繰越利益剰余

金等でも補填することができず、複数年度にわたって累積した損失のこと）の状況を表す

指標。累積欠損金が発生していないことを示す 0%であることが必要。

③流動比率(%)

短期的な債務に対する支払能力を表す指標。1 年以内に支払うべき債務に対して支払うこ

とができる現金等がある状況を示す 100%以上であることが必要。

④企業債残高対給水収益比率(%)

給水収益に対する企業債残高の割合で、企業債残高の規模を表す指標。高すぎる場合は借

入が多いなどの懸念が、低すぎる場合は必要な投資が行われていないなどの懸念があり、

バランスの良い数値が求められる。

⑤料金回収率(%)

給水に係る費用が、どの程度給水収益で賄えているかを表した指標。100%を下回る場合、

給水に係る費用が給水収益以外の収入（一般会計からの繰入金など）で賄われていること

を示す。給水収益で費用が賄えていることを示す 100%以上であることが必要。

⑥給水原価(円)

有収水量（給水収益につながった水量）1㎥あたりについて、どれだけの費用がかかって

いるかを表す指標。低コストで給水できていることを示す、できるだけ低い値であること

が求められる。

⑦施設利用率(%)

一日配水能力に対する一日平均配水量の割合であり、施設の利用状況や適正規模を判断す

る指標。数値が低い場合は、施設が遊休状態にあることを示す。一般的に、効率性の観点

からは高い値であることが望まれる。

⑧有収率(%)

施設の稼働が収益につながっているかを判断する指標。100%に近い数値が求められる。

 2．老朽化の状況 

①有形固形資産減価償却率(%)

土地や建物、設備などの有形固定資産のうち、償却対象資産の減価償却がどの程度進んで

いるかを表す指標で、施設の老朽化度合を示す。数値が高いほど、法定耐用年数に近い資

産が多いことを示しており、将来の更新等の必要性を推測することができる。

②管路経年劣化率(%)

法定耐用年数を越えた管路延長の割合を表す指標で、管路の老朽化度合を示す。数値が高

いほど、法定耐用年数を越えた管を多く使用しており、将来の更新等の必要性を推測する

ことができる。

③管路更新率(%)

当該年度の更新した管路延長の割合を表す指標で、管路の更新ペースを示す。
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第 4章 投資・財政計画 

 上水道事業の会計は、収益的収支と資本的収支に分けて会計を行うよう、法令で

定められています。収益的収支及び資本的収支の令和 12 年度までの見込み額は、

8、9 ページのとおりです。 

 給水収益は今後も減少していきますが、経費はほぼ現状維持で進みますので、純

利益も減少していきます。内部留保資金も徐々に減少していくため、水道料金の改

定も含め様々な対策が必要となってきます。 

 建設改良費については、石綿セメント管の布設替を中心に、今後とも施設の耐震

化を進めていきます。 

  収益的収支…水道水をつくり、各家庭等へ送り届けるまでの費用とその財源。 

 お客様からいただく水道料金が主な収入。 

  資本的収支…新たな水道施設の建設や、整備・改良をするために必要な費用と 

 その財源。国などからの借入金や補助金が主な収入。 

  給 水 収 益…水道料金の収益のこと。水道事業会計における営業収益のひとつ。 

  内部留保資金…減価償却費など実際にお金の支出がない費用計上によって生じた 

資金や過去の利益を積み立てた資金など、水道事業会計の内部に 

留保している資金。 

建設改良投資や借入金の返済のために使用される。 

  減価償却費…建物や設備などの有形固定資産は使用や時間の経過によって年々 

経済的価値が減るため、その耐用年数の間徐々に費用化していく。 

これを減価償却といい、減価償却によって費用計上される金額を 

減価償却費という。 
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1．投資 

 将来の水道施設については、アセットマネジメントを実施し、耐震化を踏まえた

施設の更新や車両の購入などを計画的に実施していきます。 

 管路更新については、設立当時に布設した石綿セメント管の入れ替えが求められ

ています。下水道事業、流雪溝事業等との同時施工でコスト削減を図りながら、管

路耐震化を進めています。 

 

  アセットマネジメント…資産管理のこと。上水道事業においては、施設のライフ 

             サイクルを中長期的に管理する活動のこと。具体的には、 

             施設の調査により状態を確認し、老朽度や施設重要度に 

             応じて財政根拠を持った更新計画を立案すること。 

 

 

2．財源 

 投資の財源については、工事負担金を見込み、内部留保資金を活用していきます。

経費の節減や事業の見直しを行いながら、管路を含めた施設更新等を計画しており、

今回の試算では企業債の借入れを行わないこととしています。しかしながら、給水

人口の減少等に伴う給水収益の減少幅が拡大する傾向が見られるため、水道料金の

改定を行う試算としていますが、財政状況を見極めながら検討していきます。 

管路耐震化率と石綿セメント管残存割合の推移

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

総管路延長（ｍ） 196,058 197,772 199,924 200,651 200,850 201,532 201,583 201,769 201,969

耐震管延長（ｍ） 39,784.0 43,796.7 47,111.3 48,965.6 50,664.4 52,198.1 53,336.0 54,526.2 56,016.2

管路耐震化率（％） 20.29 22.15 23.56 24.40 25.22 25.90 26.46 27.02 27.74

石綿セメント管（ｍ） 22,170 20,177 18,958 17,857 16,857 16,180 15,649 15,097 14,342

石綿セメント管残存割合（％） 11.31 10.20 9.48 8.90 8.38 8.03 7.76 7.48 7.10

R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

総管路延長（ｍ） 201,969 201,969 201,969 201,969 201,969 201,969 201,969 201,969 201,969

耐震管延長（ｍ） 56,786.2 57,556.2 58,326.2 59,096.2 59,866.2 60,636.2 61,406.2 62,176.2 62,946.2

管路耐震化率（％） 28.12 28.50 28.88 29.26 29.64 30.02 30.40 30.79 31.17

石綿セメント管（ｍ） 13,948 13,554 13,160 12,766 12,372 11,978 11,584 11,190 10,796

石綿セメント管残存割合（％） 6.91 6.71 6.52 6.32 6.13 5.93 5.74 5.54 5.35
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3．投資以外の経費 

 これまでの決算等をもとに、ほぼ現状維持で推移するものとして試算しています。

将来の景気の動向は不透明なことから、物価上昇率は見込んでいません。 

 

 

4．水道料金 

 これまで料金抑制のための措置として、職員の削減や企業債の繰上償還などに取

り組んできましたが、直近では平成 25 年 7 月に料金の値上げを行いました。以後

現行の水道料金となっています。今後も事業の効率化と経費節減に努め、適正規模

での施設更新を図っていきます。 

 しかしながら、老朽化が進む施設更新等には多額の財政需要が見込まれ、これま

で以上の厳しい経営が続くものと予測されます。安全・安心・安定した水道水の供

給のために、令和 7 年度に約 13%の値上げを行う試算としています。 
 

 

1カ月につき（税抜き） 基本水量 基本料金 超過水量 超過料金 

一 般 用  7 ㎥まで 1,400 円 1 ㎥につき 200 円 

臨 時 用 10 ㎥まで 2,300 円 1 ㎥につき 230 円 

     臨時用は建設工事等で臨時的に使用するもの、一般用はそれ以外に使用するもの。 
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事務局長 

業務係 工務係 

水道課長 

課長補佐 

第 5章 効率化・経営健全化の取組み 

1．組織 

 職員数について、一部業務を民間委託するなどして、これまで人員削減を行って

きました。現在は、8 名の職員で上水道事業を運営しています。今後も事業を安定

的に維持していくための必要最小限の人員配置を行い、事務の効率化を図っていき

ます。 

 

                         1 名 

 

                         1 名 

 

                         1 名(工務係兼務) 

 

                3 名                 2 名 

 

 

2．広域化 

 山形県内においては、平成 28 年 8 月から広域化を検討する会議が始まりました。

今後もこの会議に積極的に参加し、経営の統合や事務の共同処理などの連携強化に

ついて検討していきます。 

 

 

3．資金管理・調達 

 内部留保資金を有効に活用し、施設更新等の事業を進めていきます。また、水道

料金についても長期的な収支状況を踏まえ、適正な料金の設定について判断してい

きます。 
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4．情報公開 

 水道事業の経営状況について、これまでも当組合のホームページや広報誌などで

住民の皆様へお知らせしてきました。これからもこの経営戦略を含め、さまざまな

情報をわかりやすくお知らせできるよう努めます。 

 

 

5．その他の重点事項 

 防災対策や災害時等の緊急対応については、当組合だけでなく尾花沢市・大石田

町・外部団体と日頃から連携を図りながら取り組んでいきます。 

 

 

第 6章 経営戦略の事後検証と改定 

 毎年度決算状況等を検証し、5 年を基本として経営戦略の改定を行います。ただ

し、計画と大きな乖離が生じた場合には必要に応じて見直しを行うこととします。 
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